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１ はじめに

日本沿岸の水環境について，地球温暖化と関連

づけられた水質，生態系への影響を把握し，地球

温暖化を見据えた日本沿岸域の水環境保全のあり

方を提言することを目的とする。

2008 年 度 ， 水 温 ， COD の 長 期 変 動 を

Mann-Kendall 検定によりこの期間の測定値に有意
な上昇あるいは下降傾向があるかを調べ，有意な

上昇，下降傾向のあった地点，層については別途

単回帰分析を行い，回帰係数から１年当たりの上

昇，下降率を求めた１）。2008 年度は年度平均値を
使って単回帰分析を行ったが，今回(2009 年度）は
季節変動を含んだ個々の測定データを使い，ダミ

ー変数を用いた重回帰分析により季節調整を行っ

て水温，COD のトレンドを求めた。
また，水温調査地点近傍の陸上の気象観測所等

で観測されている気温について同様のトレンドを

求め，水温，COD のトレンドと比較検討した。さ
らに水温調査時の船上気温についても検討した。

２ 調査方法

２・１ 使用データ

調査期間：1981 年 4 月～ 2008 年 3 月２）（27 年
間）

調査地点：太平洋９地点（前報１）と同じ ）

解析項目：上下層の水温とＣＯＤ，太平洋近傍

の地方気象台，気象観測所等の気温観測データ３）。

２・２ 解析方法

当該調査地点では年４回の測定を行っている。

その４回を春（５月(１例のみ６月)）夏（８月(２

例のみ９月)）秋（11 月(１例のみ 12 月)）冬（１
～３月）としてダミー変数を組み込んで重回帰分

析を行った。当該調査地点の水質測定実施日は翌

月にずれ込んだり，同じ月の中でも上旬から下旬

まで年度によって大きな違いがある場合があるが，

実施日の変動は考慮しなかった。また，欠測値は

解析から除外，報告下限値未満の測定値は報告下

限値の半分とした。

３ 結果と考察

重回帰分析の結果から回帰直線の傾きと傾きの P
値をまとめたものを表１ に示した。P 値が 0.05 を
上回ったもの（有意水準 5 ％で有意でない)には灰
色の網かけをほどこしてある。

水温については Stn.1 下層，Stn.2 下層，及び

Stn.9 下層において有意な上昇傾向が認められた。
他の地点の下層及びすべての地点の上層では有意

とならなかった。COD についてはすべての地点の

表１ 各地点の水温，CODの重回帰分析結果



上・下層で下降傾向が認められた。

地点，項目について，回帰係数から調査対象の 27
年間における四半期あたりの上昇率または下降率

が示されるので，これを 1 年あたりの上昇または
下降率に直して地点ごとに図１に示した。

下層水温の上昇率は Stn.1
が 0.07 ℃ /年と最も高く，
Stn.2，Stn.9 は 0.04 ℃ /年で
あった。COD の下降率は最

高が Stn.1 上層で 0.06mg/L/
年，他の地点・層は 0.02 ～

0.04mg/L/年であった。
水温調査地点近傍の陸上の

気象観測所等で観測されてい

る気温について，ダミー変数

を用いた重回帰分析の結果を

表２に示した。いずれも回帰

直線の傾きは正で，傾きの P
値も十分小さく，有意な気温

上昇傾向がみられた。回帰直

線の傾きから 1 年当たりの気
温上昇率を求めると 0.040 ～
0.053 ℃ /年の範囲であった。

海水温は上層では９観測地点すべてで有意な上

昇(下降)傾向はみられず，下層では Stn.１，Stn.2，
Stn.9 のみで上昇傾向がみられた。下層水温の上昇
傾向がみられた地点の分布と気象観測所等での気

温上昇率との関連性は明確でなく，さらに上層水

温ではどこにも上昇傾向がみられなかったことか

ら，千葉県太平洋沿岸部での海水温と付近の気温

との間にはっきりした関連は認められなかった。

海水温と海水温観測時の船上気温の相関を調べ

たところ，いずれの調査地点でも秋季に上下層と

もやや高い相関係数が得られた。秋季は上下層の

水が混合し始める時期であり，海水の対流に伴っ

て海と大気の間でエネルギーの交換が活発になっ

ているものと思われる。
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図１ 水温、CODの１年

当たりの上昇／下降率

表２ 陸上気温の昇温傾向




